


















A Note on the “Forest People” 














いては、銃火器の使用というロシア側の要因 [ 田辺 2011][ 佐々木 2019] と、寒



































部族が登場する [ 宇野 1985]。
また、『元史』には「森の民」にあたる語彙はないが、巻 63 地理志 6 西北地附録に、
⑧吉利吉思（キルギス）、昻可刺（アンガラ）、烏斯（オシ）、⑤撼合納（カプカナ）、
益蘭（イラン）の諸地域が並んでいる。兀速（オシ）・⑤憨哈納思（カプカナス）・









2　 使用する地図は、Красноярский край, Республика Хакасия, атлас-путеводитель 
для автомобилистов и туристов, рыболовов и охотников, OOO ИД Знаки времени K, 
No4(44), 2007г.
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る [ 秘史：§ 141]。金朝派の長であるオン・カンに対抗すべく、ジャムカはグル・
カン、すなわち西遼（カラキタイ）派の指導者となったと考えられることから [ 松
田 2015]、オイラト部族はもともと西遼に属していたと思われる。
　テムジン、のちのチンギス・カンはまず 1205 年に西夏を攻め、1206 年の大
モンゴル国建国後も金朝に従うことで南と東の国境を安全にすると、1207 年に
モンゴル高原の北西方面への遠征をおこなった。1207 年にジョチは右翼の軍を
3　 ジャムカはドーソン（田中訳）[1936] および安田 [2017] によると、より中世モンゴル語
の発音に近い表記をするとジャムーカとなる。






















ラト部族はトルイの継承した中軍の右翼 14 番目の千人隊となっており、4 個の




















こない [ 村上訳注 1976：93-95]。
　『元史』巻 144 列伝 31 月魯帖木児伝において、ユルクテムルは卜領勤・多礼
別台（ブリャンキン・ドルベデイ）氏出身とあり、ブリヤト支族はドルベン部族
を構成する支族の一つと考えられる [ 村上訳注 1976：94]。
　『秘史』によると、ドルベン部族はオノン河流域のモンゴル部族の居住地より











































の民草とされたウルストの子孫とされる [ 村上訳注 1976：95]。
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　[ 秘史：§ 47] に出てくるカブトルカスとこのカブカナスは同じで、『集史』で

































































12、夏 4 月己巳）、1286 年のカイドゥ軍の侵攻時にはカラコルムに屯している














































狩猟民である [ 護・岡田編著 1990：442]。現在エネツ人は主にエニセイ河口東
岸に居住している。
バイトはバイにモンゴル語の人を表す接尾辞 d が付いたものである。モンゴ






　トゥカス Toqas は、本来モンゴル語にない f 音の代わりに q 音を使ったとす



















個に加え、タガイ・バートルの 1 個とアシグの 1 個、アダルキン部族のチノス氏族、
⑬テレングト、⑭テレスを合わせて「森の民」万人隊を編成し [ 秘史：§ 207]、
アルタイ山麓、イルティシュ河上流域を遊牧地として与えた。
トルイの継承した中軍の右翼 15 番目にコルチ・ノヤンの 10 個の千人隊があ
り [ 川本 2013：83]、このバアリン万人隊はトルイ家、そして第 4 代憲宗モンケ・
カアン一族の中核軍団をなした [ 村岡 1996]。
⑮タス
　タズ河流域に住む「森の民」のことで、本来モンゴル語には z がないので s で






ト・ハウスに住んだ [ フォーシス 1998：37-38]。なお、現在のシベリアでも夏
の移動手段は船で、日本製の船外機がよく売れる。
「森の民」に関する覚書 ―モンゴル帝国支配下のシベリア― 23
函 館 大 学 論 究　第52輯　第１号





















ルキト）および都播（トゥバ）の 3 部族は合わせて木馬突厥と呼ばれていた [ 佐





















































のである。1,000 人の兵士のうち 300 人以上が戻ってこなかったというのは、通
常、部隊の 3 分の 1 が死傷すればその部隊は機能不全に陥るのであるから、本
作戦が失敗し遠征部隊が壊滅したことを表している。この記事は伝聞だが非常に
信ぴょう性の高い内容で、フレグの母ソルコクタニ・ベキの強欲な一面を表した






























































































ウルス第 4 代当主）の国について述べる箇所で、一日行程ごとに宿駅があって 40 頭の大きな
犬がいて、馬車の通れないところは御者のいない 6 頭の犬をつないだ橇で移動すること、ク
ロテンやオコジョなど高価な毛皮の産地であること、住民は狩りが上手いことなどの記録があ
る [ 高田訳注 2013：586-588]。満洲では 4 匹の犬に橇を引かせていた [ 中村 2020：86-87]。
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Красноярский край, Республика Хакасия, атлас-путеводитель для автомобилистов 
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